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2008 年  02 月  12 日  

熊野の旅 紀州路に共通するもの  

 紀州路、南紀は非常に広大な地域です。 
 人の住むところ、住める所は限られていますが、荒磯と山々との間にポツポツと集

落が点在しています。 
 熊野市から同じように『南紀』と言われる『南紀白浜』まで１１０Ｋｍほどもあり

ます、 
 北方向には南紀の出口、荷坂峠まで 60Ｋｍほどです。 
 和歌山側ではまだまだ先まで『南紀』です。 
 この長い南紀の道筋をたどって、その小さな集落に入ると、なんだか良く似た光景

になります。 
 これは気候風土も似ていますし、長く同じ紀州藩に入っていたと言うこともあるで

しょう。 
 大きなお屋敷などはほとんど無く、こじんまりした家が石垣に囲まれて細い道に面

した建っている…これが、100Ｋｍ以上も離れた集落が同じようにに感じられる要因

なのかもしれません。 

 
 大きなお屋敷が少ないので、巨石を積んだ大層な石垣も少ないです。 
 このような、切石で積んだ丹念な石垣は一寸町風な家並みの集落に多く見られます。 
 ポツポツと家が点在する所では、自然石を積み上げた石垣が多くなるのも共通点で

す。 
 石垣島の家の周りの石垣のようには高くはありません。石垣で台風の影を防ごうと

言うほどのものではありません。 
 海岸の最前線の家のものは、高波に備えているような感じのものもありますが、そ



のほかの場所ではその必要もなし… 
 かといって、門も構えて防犯に努めているわけでもなし… 
 隣との境界を主張しているわけでもなし… 
 役割よりも、一つの『定番』として、石垣が作られてきたようです。 
 昭和の中頃からはこのようなきちんとした石垣は、壊されることはあっても作られ

ることは無くなりました。 
 作られる物は、巨石を組んだ今風お屋敷の石垣や化粧ブロックの塀くらいになりま

した。 
 建物も、台風の風を警戒した、『切妻』の質素な物が多かった南紀にも今風の建物

が建っています。 
 これは南紀だけの話では無いのですが、気候風土によって生み出され、自然と出来

上がって行った地域性のある集落の佇まいがどんどん薄れてゆくと言うことです。 
 全国が均質化され、金太郎飴化してきたわけです。 
 旅をしても、同じ光景の中を大急ぎで移動し、観光スポットと言われる場所を飛び

飛びに見て廻るだけと言う今流のスタイルが多くなっています。 
 あちこちに残る、その地方の特徴に気が付く旅人も減ったようです。 
 被写体を探して、きょろきょろ路地裏まで覗き込むようなカメラマンなどはそうし

たところに目が行くことも多いようですね。 
 考えようによっては、そうしたものに腰をすえてカメラを向けるほど、『らしい・・・

風景』が少なくなったと言うことなのでしょうね。 
 カメラは ローライフレックス・オートマットＸ 
Tags:熊野市 国道４２号 モノクロ      by je2luz | 2008-02-12 11:41  

 

 

 

 

 

2008 年  02 月  13 日  

熊野の旅 花の窟神社 お綱掛けは続く  

 『参加型レジャー』の原型が『日本のお祭り』でしょうね。 
 お祭りはこうして参拝者が参加して行われるので長年受け継がれて来ます。 
 多少の浮き沈みがあっても、住民が居る以上は大丈夫なようです。 
 それに引き換え、参拝者は『ただありがたく拝むだけ』と言う形の行事は、格式が

あるだとかなんだとか言っても、段々参拝者も減少しているようです。 
 従来型のお寺さんの行事にはそれが多いようです。 
 この『花の窟神社』などは、取り立てて氏子がたくさん居るわけでもないようです

が、結構遠方からの参拝者も居て、決して多くは無いですが、そこそこの参加者で『お

綱掛け神事』は維持で来ています。 
 参加者はどの写真を見ても生き生きとしています。 
 『日本最古の神社』と言いながら、神殿も無い、格式ばらない… 
 そんな所のそんな行事です。 

 



 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ     y je2luz | 2008-02-13 11:19  

 

 

 

 

2008 年  02 月  14 日  

熊野の旅 これから  

 手詰まり感の出てきたこのブログですが、これからどうしたものかと悩んでいます。 
 悩んでいないで、足を伸ばして写真を撮って廻れば、まだまだいくらでも載せる場

所はあるのですが・・・ 
 前の冬場も同じ状態だったように思いますが、寒いと億劫になって取材に出なくな

ります。 
 それなら、何か無いか書棚を覗くと、頂き物の資料がちょこっとあります。 

 
 『熊野市の文化財』  熊野市教育委員会 
 『神社棟札・産田・木本・大馬』 熊野市教育委員会 
 『熊野市史年表』 熊野市 
 『熊野市水道事業５０年の歩み』 熊野市水道部 
 『井内浦 熊野原発反対闘争史』 三紀地区労働組合協議会センター 
 『金山の史話』 岡本実 
 などが見つかりました。 
 上の五冊は非売品みたいなものですね． 



 他にもなんだか薄いものが何部か残してあります。 
  買い揃えたものと違い、貰ったものなので地域的にも非常に偏って、熊野市だけ

になっています。 
 おまけに、金を出していないのでまともに読んでいません。 
 これに目を通して。現場に出かけて写真を撮り、記事にすれば半年くらいは市内で

食いつなげそうです・ 
 日は長くなっていますから、行動できる時間も長くなっていて取材が楽になって来

ています、それでも、いくら南国でもやっぱり寒くて億劫です。 
 せめて、三月にならないと… 
 しかし、三月以降になってくると、『春霞』が掛かってきて、遠景の撮影には向か

なくなります。 

 
 無精者の発想はこんなものですね。 
 まあ、何とか、市内の再発掘と、紀伊半島の広い範囲の取材を来月から再開したい

と思います。 
 暖かくなったら、野宿でもして『日置川』か『白浜』位までは足を伸ばしたいもの

です。 
 『日置川』までは私にとってテリトリー内の感じですが、その外になると… 
 まあ、すこし頑張るつもりですので、しばらくの猶予をください。 

 
 

by je2luz | 2008-02-14 13:07 



2008 年  02 月  15 日  

熊野の旅 こんなの見つけました 1957 三重交通バス  

 

 映画のロケのシーンではありません。 
 1957 年（昭和 32 年）当時の国道 42 号線の風景です。 
 場所は『船石』（ふないし）と言われる所です。 
 写っているバスは、いすず製の『三重交通バス』です。 
 ＊＊＊最初アップした時『国鉄バス』としましたが、三本線の三重交通です。＊＊

＊ 
 「BASU」ではなく「PASU」と発音します。 
 このバスは、もちろん、ボンネットバスです。 
 人が歩いている所は『船石の橋』で、木で作られたものでした。 
 多分、この時は痛んでいたか災害かで修理・架け替え中で人が降りて渡ったのだと

思います。 
 この当時、国道と言えども橋は木造のものがまだまだたくさんありました。路面は

もちろん土道、砂利道でした。 
 カーブでは砂利が自然に寄せられて、バンクを形成していたので、外に滑り出すこ

となくうまく廻れたものです。 
 その代わり、カーブで対向しようとすると、そのバンクを乗り越えなくてはならな

いので、一苦労でした。 
 急カーブになればなるほどバンクがきつくなっているので、荷物を満載して重心の

高くなったトラックなどは危なかったものですし、当時活躍していたオート三輪では、

そうしたところでの対向は出来なかったものです。 
 この当時には、まだカメラをもった人は少なかったですし、フィルムが高かったの

で、漠然と風景を撮るということが少なかったものです。 
 先年、『国鉄バス紀南線』の展示会をやった人たちも写真集めに苦労したようです。 
 私もこの辺りからは 35mm カメラを持ち歩いていたのですが、写っているのは、

同級生だとかなんかの行事だとか、それも人物ばかりで、今となっては貴重なはずの



『ありふれた風景』を撮った写真がほとんど無いですね。 
 中学生の身分では新しいカメラを持っているだけでもものすごい贅沢で、フィルム

の一齣も無駄に出来なかったのでしょうね。 
 この『船石』は今も国道 42 号線が通り、急カーブの橋になっています。 
 橋の名前は『尾地山橋』だったと思います。 
 今では、登坂車線もある、三車線の立派な橋です。 

 
 上の写真のカメラは オリンパス 35S1.9 
Tags:国道４２号線 昭和 モノクロ       by je2luz | 2008-02-15 11:35 | 

 

 



2008 年  02 月  16 日  

熊野の旅 こんなの見つけました １９５７年巡航船  

 

 これも昔のネガアルバムから見つけたもので１９５７年のものです。 
 木本と尾鷲を結ぶ『巡航船』らしいです。 
 この海域には他に人を乗せる船は就航していませんでしたから、まず、間違いなく

『巡航船』ですね。 
 私の記憶ではもっとスマートだったような気がしたのですが・・・ 

 
 いまは、木本港に防波堤と埠頭が出来ているので、これくらいの船なら接岸できま

すが、この時代にはそういうものがありません。ほんの小さな入り江とも呼べないへ

っこんだ所を『脇の浜』と呼び、そこから、写真の巡航船が引っ張っている小船、『伝

馬船』で乗り降りしたものです。 
 港湾が整備されるまでの汽船からの乗り降りはこうした形が多かったものです。 
 大阪港とか大きな港でも、貨物の積み下ろしは『はしけ』を使うことが多かったの

です。だから、今で言う『港湾労働者』を『沖中師』などといったのです。 

 
 この写真を拡大してゆくと、背景の木本の様子も見えてきます。 
 伊勢湾台風の前ですから、海岸沿いには大きな堤防はまだ出来ていません。 
 井戸川河口には無粋なカルバートなどはありません。 
 自然に近い形の海岸線が保たれています。 
 しかし、このあと、伊勢湾台風によって多大な被害がでたわけです。 

 
 写真の巡航船の上のほう、遠くに白い建物が写っています。この建物は、ちょいと

気の利いた洋館建てで、『観海荘』というホテルでした。 
 この時代にも少し気味の悪い感じを受けたものでしたが、このホテルで映画が一本

作られたと言う話を聞いたことがあります。 



 昭和３０年代の終わりごろに焼失したものです。 
 ネガの調子がもう一つなので鮮明度が落ちるのが残念です。 

 
Tags:昭和 熊野市 モノクロ     by je2luz | 2008-02-16 11:24 

 

 

 

 

2008 年  02 月  17 日  

熊野の旅 こんなのやってました 本町通り  

 昨日の土曜日、木本町本町では商店街？の主催でイベントが行われていました。 
 たいそうな物ではなく、協賛のお店で一寸とお買い物をすると、ぜんざいやうどん

などのサービス券がもらえると言うものです。 
 ぜんざいなどを作るのは、そうしたお店の奥さんとかのようです。 

 



 これは、元自転車屋さんだったところにオープンした『ぜんざい屋』です。 
 オープンしたと言っても、イベントの時だけです。 
 先月もやっていましたから、多分、第三土曜とかと言う形で定期的に開催されるも

のと思います。 
 『紀南ツアーデザインセンター』ではうどん屋がオープンしていたようです。 
 協賛店での買い物も５００円とかでよいようですから、簡単にサービスにありつけ

ます。 
 ただ…この本町筋には昔のようにお店がたくさんあるわけでは無し、土産物屋とか

喫茶店、食堂があるわけでも無いので、熊野古道歩きの人がその５００円の買い物を

どうするか、頭を悩ますと思います。 
 私は、 『まあ、旨いから 食べてみろよ』 と言われて、試食にありつきました。 
 甘みたっぷりの『おいしいぜんざい』でした。 

 
 商工会議所の中では『カルメラ焼き』の体験教室が行われていました。 
 少し前、なんかのドラマの中でやっていましたが、私が子供の頃には家庭で普通に

やられていたものですね。 
 私も小さい時にやった覚えがあります。 
 『黄ザラメ砂糖』と『重曹』と『アルミのお玉』と『小さなすりこぎ』があればお

いしいお菓子が出来るので、戦後のお菓子の無い時代に流行ったのでしょうね。 
 根気良くやり、タイミングよく火から下ろさないとせっかく膨れたものがペッチャ

ンコになります。 
 この会場でも、潰れた残骸がバットの中に一杯ありました。 
 昔なら、この失敗作も一かけら残らず子供の胃袋に消えたものです。 
 『カルメラ焼き』が懐かしい年代だと…もう老齢期ですね。 

 

Tags:熊野市 熊野古道 昭和      y je2luz | 2008-02-17 11:03 



2008 年  02 月  18 日  

熊野の旅 １９５７年の風景 木本町  

 

 半世紀ほど前１９５７年（昭和３２年）の木本町の風景です。 
 これで、ほぼ全域が写っています。 
 撮影場所は旧国道４２号線『木本隋道』を抜けた辺りのようです。 
 この真上に、熊野古道『松本峠』があります。 
 この当時は『松本峠』なんてものは忘れられかけていました。 
 そして、ほぼ完全に忘れられていたのですが、１０年ほど前に少し息を吹き返し、

世界遺産指定で脚光を浴びたのです。それも、日本人の頭から段々と薄れつつあるよ

うです。 

 
 この写真で、一番目立つ二階建ての建物は今もそのままです。 
 そして、それにつながるぎっしり立ち並んだ町屋もほとんどこのままですね。 
 左上の方のこんもりしているのは、『木本神社』で今も変わりません。 
 この写真で、一見して変わったのが分かるのは、中央上部に見える三本ほどの大き

な木です。 
 これは、当時、木本の海岸に残されていた松の大木です。 
 今の国道が通っている海岸線に松原の名残の松が生えていたのです。 
 私の家のすぐ左手、今の『モスバーガー』の前辺りに大きな松があったことを覚え

ています。 

 
 思えば、この頃が木本町の最盛期に近かったわけですから、この光景がそんなに変

わるはずも無いのです。 
 この写真に写っている通りが『親地町』（おやぢまち）です。『松本峠』を降りてき

て、獅子岩方面に行く時には今も通るとおりです。 
 この町筋から始まって、右に曲がって本町筋…ずっと、お店が一杯並んでいたもの



です。 
 定点撮影なんてことは頭にも無かったので、途中経過は無いのですが、撮影場所が

ほぼ分かるので、近いうちにレンズが少し違うのですが、同じ『オリンパス３５Ｓ』

にフィルムを詰めて、同じ方向を向けた写真を撮ってみようと思っています。 
 あまりにも同じようで、がっかりするかもしれません。 
 町が、半世紀変わらないのは良いことなのかどうか・・・ 
Tags:熊野古道 昭和 モノクロ      by je2luz | 2008-02-18 10:23 

 

 

 

2008 年  02 月  19 日  

熊野の旅 1958 年の結婚式  

 
 又々、古い写真です。 
 1958 年（昭和 33 年）1 月 11 日だそうです。 
 場所は熊野市木本町関船町ですね。 
 この花嫁さんとお婿さんは健在で今も近所に住んでいます。年は計算しないでくだ

さい。 
 背景に写っているお店で、左の文房具屋『丸福』さんと、右の化粧品屋『朝日屋』

さんは今も営業しています。真ん中の食堂『一休』さんは随分早くに姿を消しました

ね。 
 昔は、花嫁さんが町を歩く姿が結構見られたものです。 
 これは、ここだけではなく、全国各地で見られたはずです。 
 大昔になると、そんなに遠くからお嫁さんが来るわけでもなし、自動車もあるわけ

でもなし…お披露目を兼ねて歩いたのでしょうね。 
 結婚式自体も『結婚式場』なんかではなく、『自宅』で挙げる物が多かったわけで

すからね。せいぜい、氏神様の前の神前結婚か檀家寺での仏前結婚でしたね。 
 今では、縁もゆかりも無い神様やキリスト様の前での結婚式が多いですが… 



 
 この写真は 1958 年 1 月 20 日だそうです。 
 先日載せたバスは『三重交通』でしたが、こちらのバスは正真正銘の『国鉄バス』

ですね。 
 国鉄紀南線に使われていた、いすゞのボンネットバスです。 貸切で移動している

様子ですね。 
 どうやら場所は木本町切立のようです。 
 こちらは花嫁さんだけが健在です。 
 結婚式風景もこうした形を残している地方もあるようですが、どんどん少なくなっ

ているでしょうね。 熊野では、結婚式自体が余り行われなくなっていますからね。 
 若い人が居ないから結婚式が無くて当たり前ですよね。 
 我が家の子供も二人結婚していますが、よそに出て、他所の人と結婚して、他所に

住んでいますから・・・ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ        by je2luz | 2008-02-19 11:53 



2008 年  02 月  20 日  

熊野の旅 番外 １９６２年の出来事 ガガーリン  

 
 この取材風景の写真は１９６２年５月２３日のものです。 
 もう、テレビ放送は始まっていました。この現場も中継されていました。 
 しかし、まだまだ、ニュースの現場ではこうした１６ｍｍシネカメラも現役で動い

ていました。 
 これ一枚しか取材風景を撮影した駒がなかったのですが、新聞社の取材ではあるい

はまだスピグラを構えたベテランが居たかもしれません。なにせ、めったと撮る事の

出来ない世界的有名人、英雄の講演会ですからね。 
 時代はまだこうした時代ですが、この取材陣のカメラの先に居たのは下の写真の男

です。 

 
 
        Yurii Alekseevich Gagarin 



 この肩幅の広い頑丈そうな男こそ、人類で最初に宇宙を飛んだ男『ユーリ・Ａ・ガ

ガーリン』です。 
 『地球は青かった』と言ったとか言わなかったとか… 
 彼が最初ではないだとかなんだとか… 
 生きて帰った宇宙飛行士の第一号であることには間違いありません。 
 時は冷戦の真っ最中です。 
 世界中がイデオロギーの拡張合戦で生臭い状態でした。 
 それでも、この『ソ連人』は世界中を講演して廻ったのです。 
 ソ連にすれば、国家の威信、共産主義の宣伝にうってつけの人物でした。 
 見る方は、イデオロギーより何より、人類の夢、『宇宙の旅』から帰った男が見た

かったのです。 
 駆け足訪日の一齣で、場所は早稲田の記念会堂です。 
 当時では東洋一の体育館で、私はこの中で体育の授業でバスケットを一年間やった

場所です。 
 当日の観衆は１２０００人とか言われています。 
 この写真をこの位置で取れたのは、『写真部』のご威光です。 
 写真部の腕章があればほとんどの所にフリーパスで入れましたからね。プレス並の

扱いでした。 
 と、言うわけで、当時一年坊主の私が取材に入れたわけです。 
 この一連の写真も今では数少ない資料かもしれません。 
 
 折りしも、今日の新聞では、当時若者に人気のあった『カストロ議長』が引退声明

とか… 
 時代はやはり流れています。 
 使った資材は ニコンＦ＋ニッコール１０５ｍｍだと思います。 
同じ機体は残っていませんが、ＮＩＫＯＮ Ｆは今でも私のメインカメラです。 
レンズも１０５ｍｍから８５ｍｍに変わっていますが… 
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2008 年  02 月  21 日  

熊野の旅 昭和３３年の子供とお母さん 下北山村  

 昭和３３年１月の写真です。 
 場所は奈良県吉野郡下北山村浦向（うらむかい）バス停です。 
 古い映画に出てくる一齣のような光景ですね。 
 田舎の駄菓子やらなんやらなんでも売っているお店の前に集まった子供たちです。 
 決して田舎の子だけでは無いのです。奈良市から親の里帰りにくっついてきた子も

いるのです。 

 



 

 時代が時代ですから、今から見ると全部田舎臭く見えますね。 
 ご覧のように、磯野家の『わかめちゃん』のような刈り上げたおかっぱがその時代

の小さいこの標準スタイルでした。 
 もう少し時代が下って、昭和３７年に東京で撮った子供の写真でも、今から見ると

田舎風ですからね。 
 この写真を撮ったのは、私が中学三年生です。この子達で小学の高学年から低学年

に掛けてですね。 
 この時代、お正月ともなると、ものすごく不便で、ものすごく時間が掛かったのに、

都会に出た息子や娘がほとんど全員里帰りしたものです。 
 田舎の人口が二倍にも三倍にもなったのです。 
 つまり・・・長男の嫁が『本家の嫁』をやらなくてはならない時代だったのです。 

 
 お母さんたちの様子もこんなものです。 
 『パーマ』が日本中に広がって、皆さんちりちり頭にした時代です。 



 つまり、日本中に『パーマ屋』が出来て『髪結い』が消えた時代ですね。今では、

その『パーマ屋』が『美容室』とかに化けているようです。 
 生活の方では、『新生活運動』などが盛んになって、日本中の台所から『おくどさ

ん』が消えて行った時代です。 
 道路は日本中砂利道で『車線』なんて物の無かった時代です。 
 ここは、母親の里なので、お盆と正月には『お礼』に行かされました。 
 木本から浦向まで、奈良交通の満員バスで二時間半くらいだったのでしょうか… 
 あまり、バスに強くなかった私にはしんどいものでしたが、一泊か二泊して、帰り

にもらえる『お駄賃』が楽しみで、道中の苦しさに耐えたものです。 
 上の写真の中に、後に女房になった子が写っていたのです。このときにはそんな風

に見えなかったのですがねえ… 
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